
第
九
講
論
謡
號

大
正
十
三
隼
四
月
剛
日
畿
行

　
　
　
　
　
　
（
通
巻
第
三
十
四
號
）

研

究

　
　
　
　
贈
　
國
　
　
盤
　
　
論

　
日
本
に
於
け
る
國
燈
論
の
最
も
高
調
せ
ら
れ
だ
の
は
水

翻
學
に
始
ま
る
、
而
し
て
水
戸
學
に
於
け
る
如
意
論
は
南

北
朝
抗
争
の
世
相
か
ら
誘
獲
せ
ら
れ
て
興
つ
た
も
の
で
あ

る
ビ
云
は
れ
て
居
る
。
其
南
北
朝
抗
爾
の
渦
中
に
あ
っ
て

掌
生
を
正
統
南
朝
の
た
め
に
捧
げ
た
親
房
は
實
に
立
直
に

於
け
る
國
膿
論
に
一
時
期
を
書
し
た
人
で
あ
る
Q
受
認
紳

皇
正
統
記
は
正
統
な
る
南
朝
の
帝
威
却
て
振
は
す
、
其
勢

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
北
畠
親
房
の
思
想

文
學
士
　
清

原

貞

雄

日
々
に
姫
ま
る
を
見
て
、
我
國
膿
を
明
か
に
し
、
南
朝
天

子
の
正
統
に
ま
し
ま
す
事
を
知
ら
せ
ん
が
爲
め
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
、
爾
來
我
積
載
を
論
ず
る
も
の
、
多
く
親

房
の
國
膿
論
を
規
準
こ
し
て
居
る
。
此
意
味
に
裁
て
親
房

の
國
膿
論
は
我
思
想
史
の
上
で
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る

も
の
で
あ
る
。

　
親
房
の
國
膿
論
は
底
土
の
優
秀
ご
、
皇
統
の
帥
聖
ご
に

録
す
る
。
而
し
て
更
に
之
を
約
す
る
ビ
き
は
，
正
統
記
の

　
　
　
　
　
　
　
内
第
二
號
　
　
　
　
一
　
（
一
七
五
）



　
　
　
第
九
谷
　
　
研
　
究
　
　
北
畠
親
房
の
思
想

開
懇
第
一
に
掲
げ
た
「
大
日
本
は
紳
國
な
り
」
の
一
向
に
牧

ま
る
も
の
で
あ
る
。

　
我
邦
が
騎
馬
で
あ
る
ど
云
ふ
思
想
は
必
ず
し
も
親
房
を

以
て
始
ま
る
も
の
で
は
無
い
。
古
く
田
本
書
紀
帥
功
皇
后

九
年
十
月
の
條
に
も
新
羅
王
の
言
ご
し
て
、
束
に
紳
國
あ

う
日
本
ご
謂
ふ
の
語
見
え
、
三
代
實
墨
差
概
十
一
年
伊
勢

帥
宮
に
胸
す
る
告
文
に
も
日
本
朝
は
所
謂
帥
明
之
國
な
り

ビ
云
ひ
、
其
他
李
安
朝
の
末
の
も
の
ピ
し
て
、
大
難
宮
諸

蕪
事
記
、
東
大
寺
要
録
、
小
膚
詑
に
見
え
た
長
元
四
年
八

月
の
宣
命
、
揚
戸
記
、
玉
葉
、
降
っ
て
は
源
李
盛
衰
記
、

喜
妻
鏡
、
王
蘂
等
の
講
書
に
、
「
我
朝
は
神
國
し
「
本
朝
は

榊
國
」
「
，
我
國
者
紳
　
國
」
等
の
言
葉
が
見
え
て
居
る
が
、
是

馨
は
多
く
、
紳
明
の
助
け
を
被
っ
て
居
る
國
で
あ
る
ゾ
三
聖

ふ
単
三
で
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
、
此
等
廉
が
殊
に
強
調
せ

ら
れ
た
の
は
、
一
天
下
の
謄
を
寒
か
ら
し
め
た
蒙
古
軍
が

偶
然
に
も
暴
風
の
鴬
め
に
殆
ざ
全
滅
し
た
際
に
、
國
民
は

之
を
以
て
紳
風
ご
解
し
た
時
で
あ
る
。
増
鏡
第
十
二
「
老

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
盤
濯
ご
號
　
　
　
　
　
二
　
　
（
一
七
六
）

の
な
み
」
に
、
弘
安
四
年
に
情
愛
の
船
六
萬
艘
が
襲
う
て

來
た
時
に
、
石
清
水
の
肚
頭
で
大
般
若
供
養
を
行
う
て
居

る
際
、
晴
れ
た
る
塞
に
黒
雲
一
む
ら
俄
に
た
な
び
き
、
菓

雲
の
中
か
ら
自
朋
の
矢
が
西
を
さ
し
て
飛
び
出
し
、
や
が

て
大
風
こ
な
っ
て
其
異
國
の
船
が
悉
く
沈
ん
だ
事
を
記
し

て
「
猫
吾
が
國
に
紳
の
お
は
し
ま
す
事
あ
ら
た
に
侍
り
け

る
に
こ
そ
」
ご
云
っ
て
居
る
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。

　
此
蒙
単
襲
來
の
前
後
か
ら
國
民
的
自
重
ご
で
も
云
ふ
や

う
な
も
の
が
著
し
く
鰻
頭
し
て
、
我
國
柄
の
奪
嚴
を
説
く

風
潮
が
見
え
出
し
た
も
の
で
、
日
蓮
が
建
治
元
年
に
書
い

た
帥
車
引
御
書
の
中
に
「
我
日
本
國
は
「
閻
王
提
の
内
、

月
氏
漢
土
に
も
勝
れ
、
八
萬
の
國
に
も
超
へ
た
る
國
ぞ
か

し
」
ご
云
ひ
、
又
「
此
日
本
國
は
外
道
一
人
も
無
し
、
其
上

淋
は
叉
第
一
天
照
大
神
、
第
二
八
幡
大
菩
薩
、
第
三
山
王

等
の
三
千
除
頭
書
夜
に
我
が
國
を
支
う
、
朝
夕
に
國
家
を

覗
そ
な
は
し
給
ふ
、
共
上
天
照
大
頭
は
内
侍
所
ご
串
す
明

鏡
に
影
を
漂
べ
、
内
裏
に
崇
め
ら
れ
給
ふ
、
入
定
大
菩
薩



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ
カ

ば
寳
殿
を
捨
て
、
主
上
の
頂
を
栖
ご
尽
し
給
ふ
ε
申
す
し

ご
云
っ
て
國
家
擁
護
を
標
榜
す
る
所
の
新
宗
駿
を
高
唱
し

た
の
も
同
工
の
機
運
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
親
房
の
國
膿

論
も
一
は
此
三
園
氣
の
内
に
瀬
養
さ
れ
た
者
で
あ
る
ご
考

、
ぶ
れ
ば
毫
も
怪
む
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
只
前
に
掲
げ

た
憩
國
の
意
味
は
多
く
此
日
本
が
天
明
の
護
持
し
給
ふ
國

で
あ
る
ビ
云
ふ
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
の
に
樹
し
て
、

親
房
は
、
此
日
本
軍
の
紳
國
た
る
所
以
は
其
の
最
初
の
成

り
立
ち
に
存
在
し
て
居
る
と
説
い
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

帥
ち
紳
皇
正
統
記
の
開
憲
第
一
に
、
　
「
大
日
本
は
紳
國
な

り
」
と
掲
げ
て
履
違
の
始
め
て
墓
を
開
き
、
日
帥
の
長
く

統
を
傳
へ
ら
れ
て
居
る
事
は
我
國
の
み
で
あ
っ
て
異
朝
に

は
其
類
が
無
い
、
故
に
紳
國
ε
云
ふ
の
で
あ
る
ε
論
じ

で
、
紳
明
開
國
の
由
來
を
述
べ
、
我
日
本
の
始
め
、
天
帥

の
種
を
受
け
て
世
界
を
建
立
し
た
姿
は
天
竺
等
の
説
ε
大

　
差
鳳
無
い
が
、
只
我
國
に
於
て
は
、
天
連
射
來
…
繊
龍
違
ふ

瀦
事
な
く
唯
一
種
姓
な
る
事
は
天
竺
に
は
其
類
な
く
、
大
盤

鰍
　
　
　
　
　
櫓
姫
↓
ん
　
燃
磐
　
　
　
　
．
研
　
　
究
　
　
　
　
謄
Ψ
脚
畠
糊
細
節
岬
の
一
田
心
照
温

衆
の
爲
め
に
選
ば
れ
て
立
つ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
勢
力
を
．

失
へ
ば
、
卑
し
き
素
姓
の
も
の
も
國
主
こ
な
る
べ
く
、
支
、
・

那
は
一
斗
凱
脈
で
、
古
こ
そ
賢
を
選
ん
で
天
下
を
託
す
る

の
風
は
あ
っ
た
が
、
・
観
世
に
な
っ
て
か
ら
は
、
只
力
を
以

て
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
宴
歌
の
立
っ
て
王
こ
な
っ
た
も

の
も
あ
り
、
臣
で
あ
っ
て
潜
に
代
っ
た
も
の
も
あ
る
ご
云

ふ
風
で
あ
っ
た
が
、
我
邦
に
凡
て
は
、
天
地
勢
望
以
早
算
．

日
ま
で
一
系
を
傳
へ
て
居
る
侮
甦
れ
他
の
國
に
は
見
る
事

が
出
撃
ぬ
も
の
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る
（
以
上
巷
鷺
）
此
一
系

を
…
以
て
皇
統
を
凪
ぐ
ご
云
ふ
思
想
は
既
に
和
氣
清
麿
の
宇

佐
八
幡
に
聾
し
て
蹄
っ
て
か
ら
の
復
命
な
ご
に
も
見
え
て

居
る
事
で
あ
る
が
、
之
を
他
の
諸
國
に
比
較
し
て
其
優
劣
、

を
論
ず
る
と
云
ふ
や
う
な
事
は
前
に
は
笹
身
ら
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　
叉
後
漢
書
東
夷
傳
に
東
方
有
君
子
不
死
之
國
ビ
あ
る
を

探
っ
て
之
を
我
邦
で
あ
る
と
し
、
孔
子
が
世
の
概
れ
た
る

を
纏
い
て
九
夷
に
居
ら
ん
ご
云
つ
だ
、
九
夷
の
内
に
我
邦
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
三
　
（
一
七
七
）



．
　
　
，
鋸
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
北
畠
概
算
の
思
想

慰
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ビ
論
じ
て
居
る
。

畠
條
）
o

（
第
七
代
孝
黙
天

　
講
じ
て
欝
欝
に
あ
る
．
矯
本
が
臭
の
太
伯
の
後
で
あ
る

定
云
ふ
説
を
駁
し
、
日
添
聖
徳
大
同
四
年
二
月
の
倭
漢
総

暦
帝
精
留
な
ざ
に
あ
る
三
韓
口
本
同
種
説
す
ら
我
邦
で
は

用
ゐ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
ご
云
ふ
事
を
記
し
、
素
謎
雄
藩
が
韓

地
に
往
來
せ
ら
れ
た
傳
説
も
あ
れ
ば
、
却
て
彼
の
燦
々
こ

そ
我
邦
の
｛
御
次
酷
な
リ
ビ
云
は
“
其
方
が
啓
田
っ
て
居
る
か
も

知
れ
ぬ
ご
云
っ
て
後
の
黒
田
篤
胤
等
の
日
本
根
本
説
の
先

躍
を
な
し
て
居
る
。
（
第
＋
六
代
鷹
淋
天
皇
條
）

　
斯
の
如
く
、
我
郵
の
皇
統
は
萬
世
に
亘
っ
て
忍
男
犯
す

可
ら
ざ
る
國
な
る
を
以
て
、
其
政
務
を
綜
覧
し
給
ふ
べ
き

は
一
統
の
天
子
の
外
之
あ
る
可
ら
す
三
叉
皇
位
は
淋
聖
な

る
べ
き
は
云
ふ
ま
で
も
無
き
事
で
あ
る
が
、
叢
る
非
常
の

場
合
に
於
て
は
剛
種
の
墾
態
を
認
む
べ
き
も
の
ご
し
て
居

る
。
．
一
、
は
不
徳
の
天
子
に
慰
し
て
雲
立
を
行
ふ
事
を
是
認

す
る
事
と
、
他
は
武
家
政
治
を
繕
墨
的
に
排
斥
す
べ
き
も

第
二
號

麗
　
（
噸
七
島
）

の
に
あ
ら
す
ε
す
る
事
ご
が
帥
ち
そ
れ
で
あ
る
。
竣
成
天

皇
が
人
看
の
器
に
堪
へ
す
ご
見
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
鑓
政

藤
原
基
経
が
磨
立
を
行
ひ
奉
っ
た
の
を
僕
の
覆
光
が
昌
邑

王
を
不
徳
の
故
を
以
て
黒
し
て
宣
帝
を
立
て
た
大
功
に
擬

し
、
諜
報
の
一
家
が
専
ら
搬
政
蘭
臼
に
任
せ
ら
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

は
、
積
善
の
籐
慶
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る
。
（
第
五
＋
七
代
陽

戊
天
畠
條
）
o
武
家
の
執
政
に
就
て
は
。
此
頃
の
有
機
を
以

て
皇
威
が
衰
へ
て
武
備
が
勝
つ
た
も
の
で
あ
る
ε
ば
か
り

歎
く
人
も
あ
る
が
、
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
ξ
し
．
保
元
李

治
以
家
の
観
世
に
、
頼
朝
の
如
き
入
物
も
無
く
、
為
業
の

如
き
も
の
も
出
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
学
の
入
民
は

如
何
に
な
り
行
き
し
ゃ
も
知
る
可
ら
す
ご
論
じ
、
我
國
の

天
津
日
嗣
は
韻
隅
帯
二
系
な
る
べ
き
も
、
我
一
平
明
は
民
を
安
・

ん
す
る
を
本
意
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
．
君
主
は
愈
く
は

あ
る
が
、
自
主
一
入
を
認
ま
し
め
，
萬
民
を
苦
し
む
る
事
・

は
天
も
許
さ
す
、
沸
も
幸
せ
澱
所
で
あ
れ
ば
、
政
治
の
可
．

否
に
從
っ
て
、
時
に
或
は
御
蓋
の
蓮
塞
あ
る
は
止
む
を
得
讐



ぬ
事
で
あ
る
と
云
っ
て
み
る
（
第
入
十
七
代
後
嵯
峨
院
條
）
o
云

は
や
緩
和
せ
ら
れ
陀
る
王
滋
論
ざ
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
紳
皇
正
統
記
が
後
醍
醐
天
皇
の
御
失
敗
の
跡
に
鑑

み
て
後
村
上
天
皇
を
御
訓
戒
申
し
上
ぐ
る
目
的
を
以
て
著

は
き
れ
た
こ
云
ふ
説
が
當
っ
て
居
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
是

等
に
其
一
端
で
あ
ら
う
。
右
の
論
の
末
に
「
御
隠
は
淋
明

の
ち
か
ひ
い
ち
じ
る
し
く
し
て
上
下
の
分
さ
だ
ま
れ
り
、

し
か
も
善
悪
の
報
ひ
あ
き
ら
か
に
因
果
の
こ
ご
わ
り
む
な

し
か
ら
す
、
か
つ
は
ご
ほ
か
ら
澱
こ
葛
や
も
な
れ
ば
、
近
代

の
得
失
を
見
て
將
來
の
豊
誠
ビ
せ
ら
る
べ
き
な
り
」
ε
云

っ
て
居
る
の
は
其
事
を
示
し
て
居
る
や
う
に
も
思
は
れ
る

　
然
し
斯
く
君
に
は
徳
を
重
じ
給
ふ
必
要
が
あ
る
ビ
し
て

も
、
臣
下
の
側
か
ら
云
へ
ば
、
忠
義
は
絶
甥
的
の
義
務
で

あ
っ
て
、
　
「
お
よ
そ
王
土
に
む
ま
れ
て
忠
を
い
π
し
命
を

す
つ
る
は
人
臣
の
湛
な
）
、
か
な
ら
す
こ
れ
を
身
の
高
名

ε
お
も
ふ
べ
き
に
あ
ら
す
」
（
第
九
＋
五
代
後
醍
醐
天
皇
條
）
ξ
云

ふ
の
が
浄
写
で
あ
る
。

　
　
　
第
九
巻
　

研
究
　
北
鼠
親
房
の
思
想

二
　
開
關
説
並
に
帥
道
説

　
親
房
の
日
本
欄
關
説
は
大
難
に
於
て
田
本
書
紀
に
見
え
，

た
も
の
を
墓
礎
こ
し
て
居
る
が
、
當
時
一
般
の
風
潮
を
脱

し
な
い
で
、
宋
學
理
氣
説
、
領
家
の
説
、
陰
陽
説
等
の
影

響
を
受
け
て
居
る
。
正
統
記
に
、
天
地
未
だ
分
れ
ざ
り
し

時
．
渾
沌
ε
し
て
圓
が
れ
た
る
事
入
子
の
如
く
、
く
い
も

り
て
牙
を
含
め
り
ご
云
ふ
日
本
書
紀
の
厳
然
（
實
は
潅
南

子
、
三
五
暦
遥
々
の
假
用
な
る
事
既
に
先
入
が
考
署
し
て

居
る
所
で
あ
る
）
を
取
っ
て
「
之
れ
陰
陽
の
元
初
未
分
の
一

台
な
り
し
ε
説
い
て
居
る
の
は
、
明
か
に
尊
神
灘
漢
の
大
極
、

圖
説
に
云
ふ
所
の
大
極
の
説
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此

開
關
説
は
東
家
秘
傳
及
び
元
々
集
等
に
も
見
え
て
居
る
所
，

で
、
東
家
秘
傳
の
初
め
に
之
を
著
は
し
だ
理
由
を
述
べ

て
天
地
造
化
の
根
元
、
紳
皇
授
受
之
惹
起
、
弓
造
玄
妙
》

蛭
子
明
白
、
之
を
異
域
の
道
に
槍
す
る
に
果
し
て
秋
毫
も

異
な
る
所
な
し
、
ご
云
っ
て
居
る
の
を
見
て
も
、
其
解
講

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
五
　
（
一
七
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
北
畠
親
磨
停
思
想

に
外
野
の
思
想
を
假
聾
す
る
事
を
厭
は
ぬ
態
度
が
分
る
Q

「
渾
沌
」
を
肯
い
て
、
一
物
未
生
以
前
で
あ
る
ご
し
、
陰
陽

初
め
に
分
れ
一
蓋
其
申
に
生
じ
、
五
行
数
を
存
す
ご
し
て

居
る
の
は
や
は
り
大
極
講
説
に
黒
鍵
じ
陰
合
し
て
水
火
木

金
野
を
生
す
ご
あ
る
事
ご
符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
親

房
は
此
水
火
木
金
土
を
、
國
狡
槌
愈
、
豊
轡
淳
奪
、
塑
半

煮
沙
土
嚢
爾
奪
、
大
戸
之
道
大
苫
蓬
帯
説
、
面
足
三
根
爾

奪
に
配
し
て
居
る
。
此
説
は
東
家
秘
傳
に
も
三
皇
正
統
記

に
も
見
え
て
居
る
事
で
あ
る
が
、
是
等
は
既
に
棘
滋
五
部

書
や
神
皇
實
録
等
の
外
宮
紳
道
に
属
す
る
書
物
に
も
略
似

よ
っ
だ
事
が
見
え
て
居
り
、
殊
に
次
に
述
ぶ
る
や
う
に
類

楽
淋
紙
本
源
の
所
説
ε
全
然
同
一
で
あ
る
。

　、

剔
q
時
代
に
輸
入
せ
ら
れ
た
宋
學
、
及
び
道
家
思
想
陰

陽
五
行
思
想
等
が
此
時
代
の
開
旧
説
乃
至
一
道
説
に
影
響

を
輿
へ
た
事
は
著
し
い
事
實
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
初

期
か
ら
中
期
に
亘
っ
て
僑
作
せ
ら
れ
後
の
諸
野
道
説
の
源

泉
ビ
な
っ
て
居
る
所
の
前
記
紳
滋
五
部
書
に
は
、
佛
説
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
｝
　
　
　
　
山
畑
　
（
哺
入
0
）

漁
家
説
、
陰
陽
五
行
説
、
殊
に
宋
學
の
影
響
を
少
か
ら
季

受
け
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
是
等
を
受
け
て
大
成
し
π

黒
髪
家
行
の
類
聚
淋
祇
本
源
の
如
き
漫
々
其
傾
向
の
著
し

い
も
の
で
あ
る
。
親
房
の
開
講
説
及
び
神
道
説
は
最
も
多

く
家
行
に
負
う
て
居
る
。
就
申
元
々
集
は
殆
ご
類
聚
紳
祇
．

本
源
を
其
儘
簡
略
し
た
も
の
ε
思
は
る
、
愚
筆
似
た
も
の

で
あ
る
。
紳
舐
本
源
は
十
五
懇
、
元
々
集
は
七
懇
か
ら
成

っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
爾
書
の
篇
目
を
比
較
す
る
す

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ぞ
　
哺
・
聾

瀞
舐
本
源

天
地
開
關
篇

本
朝
造
化
篇

天
紳
所
化
篇

天
宮
篇

内
宮
篇

外
宮
遷
座
篇

窃
基
篇

形
文
篇

元
ノ
舞

天
地
開
開
篇

本
朝
黒
化
篇

淋
田
野
頓
知
篇

天
憩
化
覗
篇

地
回
出
生
篇
上

同
　
下

冷
滴
滴
授
篇

帥
籠
建
立
篇



心
御
柱

内
宮
溺
宮
篇

．
外
宮
洌
宮
篇

紳
宣
篇

禁
誠
篇

紳
鏡
篇

紳
道
立
嚢
醗
漏

沸
國
要
道
篇

内
宮
鎭
座
篇

外
宮
遷
座
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
帥
ち
爾
者
全
然
同
一
篇
名
を
用
み
て
居
る
も
の
も
あ

b
、
叉
多
少
の
相
異
ビ
出
入
ご
は
あ
る
が
、
内
容
は
大
禮

．
同
機
で
あ
っ
て
、
元
々
集
が
幾
分
か
省
略
せ
ら
れ
た
黙
が

あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
天
地
開
磨
汁
は
類
聚
帥
祇
本
源
で
は

之
を
漢
家
の
部
ご
本
朝
の
部
ざ
の
二
種
に
分
っ
て
居
る
が

元
々
集
で
は
漢
家
の
部
は
大
部
分
省
挿
せ
ら
れ
て
居
る

が
、
本
朝
の
部
は
殆
ざ
同
一
層
で
め
る
。
本
朝
造
化
篇
、
内

宮
遷
座
篇
、
外
宮
遷
座
篇
等
は
大
同
小
異
で
あ
る
、
引
用

書
の
如
き
も
共
通
で
あ
っ
て
、
只
紳
紙
本
源
に
用
み
た
阿

・
弧
光
、
圓
説
経
の
如
き
元
々
集
に
は
除
か
れ
て
居
る
の
み

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
北
畠
親
房
の
思
想

で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
も
親
房
の
齢
撹
な
る
も
の
は
外
宮

淋
砿
追
に
瓜
只
ふ
所
が
多
い
申
畢
が
解
る
。
帥
祇
本
源
第
十
四
懇

の
奥
書
に
、
北
畠
親
房
が
之
を
借
り
て
勢
州
の
宿
館
に
於

て
手
爲
し
た
ε
云
ふ
事
が
見
え
て
居
る
如
き
は
其
間
の
消

息
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
伊
勢
紳
宮
殊
に
外
宮
の

度
會
家
が
南
朝
ご
非
常
に
深
い
關
係
が
あ
っ
た
事
も
亦
之

を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
三
道
説
こ
し
て
は
親
房
は
濁
立
の
地
位
を
有
す

る
も
の
で
は
無
い
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
外
宮
神
遣
の
紹
述

に
過
ぎ
な
い
ご
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
、
外
宮
の
祭
聯
を
御

払
紳
ビ
す
る
説
を
否
定
し
て
、
天
御
中
主
奪
説
を
立
て
、

居
る
如
き
も
（
正
統
認
第
二
＋
一
代
雄
略
天
皇
倭
外
宮
里
道
五
部
・

書
の
説
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
紳
滋
の
徳
は
正
直
を

以
て
根
本
ご
す
べ
き
で
あ
る
ご
云
ふ
説
の
如
き
も
倭
姫
世

記
の
説
が
其
儘
に
探
ら
れ
て
居
る
（
正
統
繋
争
＋
五
代
憩
功
皇
后

條
）
。
只
之
を
政
治
論
ビ
結
び
つ
け
て
業
繋
興
壌
の
跡
に
繋

げ
て
居
る
事
が
、
其
特
色
で
あ
る
が
、
其
事
は
次
の
項
起

　
　
　
　
　
　
　
」
第
二
號
　
　
　
七
（
一
八
一
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
北
畠
親
房
の
思
想

・
逓
ぶ
る
。
三
種
の
漫
罵
を
以
て
雲
上
の
象
徴
ε
す
る
芝
垣

説
は
既
に
五
部
無
理
に
も
其
考
が
見
え
て
居
る
事
で
あ
る

が
、
親
房
は
此
に
面
し
て
は
一
履
深
入
り
し
て
居
っ
て

ゴ
ご
種
議
事
紳
萢
」
の
上
で
は
頗
る
重
要
な
地
位
を
占
む
る

も
の
で
あ
る
。

　
鏡
は
正
直
の
徳
の
本
源
で
あ
っ
て
、
一
物
を
蓄
へ
す
、

私
の
心
な
く
し
て
鞍
懸
を
照
す
に
是
非
善
悪
悉
く
之
に
現

は
れ
る
Q
玉
は
柔
和
善
順
を
徳
ご
し
、
慈
悲
の
本
源
で
あ

る
ゆ
劒
は
剛
利
決
断
を
徳
こ
し
智
慧
の
本
源
で
あ
る
ご
云

ふ
の
が
特
大
趣
意
で
あ
る
。
就
中
、
、
沸
鏡
を
本
ε
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
之
れ
實
に
宗
廟
の
本
膿
で
あ
り
、
明
を
形

還
し
、
3
6
性
明
か
な
る
を
以
て
慈
悲
決
断
は
其
中
に
あ
り

、
天
照
大
騨
の
御
影
を
う
つ
し
給
ふ
た
の
で
あ
る
か
ら
大
紳

の
深
き
御
心
を
留
め
て
居
る
の
で
あ
る
ざ
し
て
居
る
。

・
（
正
統
凱
．
ゆ
二
代
天
津
彦
彦
丹
南
々
杵
尊
條
）
。
叉
東
家
秘
傳
に
も
、

玉
は
柔
順
の
心
を
表
は
し
、
鏡
は
分
明
な
る
正
直
め
心
を

衷
は
し
、
劒
は
決
断
の
心
を
表
は
す
事
を
述
べ
、
元
々
集

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

八
（
一
八
二
）

に
も
同
機
の
事
を
記
し
て
居
る
。
後
世
主
ご
し
て
儒
家
紳

滋
の
間
に
湿
て
鏡
璽
劒
を
以
て
智
仁
勇
三
徳
の
象
徴
で
あ

る
ご
す
る
も
の
ε
は
、
其
細
目
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
居

ら
ぬ
が
、
此
三
器
を
以
て
諸
徳
の
表
現
を
見
る
事
の
先
躍

を
な
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
天
照
大
男
が
此
鏡

を
天
孫
に
傳
へ
ら
れ
た
時
の
帥
勅
を
以
て
治
世
の
要
道
ε
・

し
て
居
る
（
束
察
葬
歌
）
。
さ
れ
ば
古
來
此
三
種
の
神
羅
は
屡

不
慮
の
災
厄
に
罹
っ
た
に
拘
ら
す
何
時
も
不
思
議
な
る
カ

を
表
は
し
て
再
び
蕾
態
に
復
し
て
居
る
こ
し
て
其
例
を
歴

史
的
に
暴
遷
し
て
居
る
（
正
統
認
第
入
十
二
代
後
鳥
朋
院
際
）
Q
蓋

し
徒
ら
に
新
ら
し
い
説
を
立
つ
る
の
が
決
し
て
其
目
的
で

は
無
く
し
て
、
帥
器
を
傳
へ
給
ふ
南
朝
天
子
の
正
統
を
高

唱
せ
ん
ご
す
る
用
意
に
出
で
た
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
前
に
も
云
つ
だ
や
う
に
、
帥
舐
本
源
に
依
捺
し
て
薯
は

し
た
元
々
集
に
は
、
本
源
に
引
用
せ
ら
れ
て
居
る
細
蟹
維

圃
昼
纒
の
如
き
佛
書
は
除
去
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
然
ら
ば

其
淋
道
説
に
は
五
部
書
以
來
風
を
な
し
て
居
っ
た
佛
説
混



合
の
神
璽
説
を
排
斥
し
た
も
の
で
あ
る
か
ε
云
ふ
に
、
必

・
す
し
も
さ
う
で
無
い
場
合
も
あ
る
。
宇
佐
八
幡
の
八
幡
號

を
解
し
て
次
の
如
く
云
っ
て
居
る
。

　
八
幡
ε
申
す
御
名
は
、
御
託
宣
に
得
レ
道
來
不
動
法
性
樂
昌
八
正

　
道
嚇
堰
　
携
蓮
一
皆
得
レ
解
脱
苦
衆
生
噂
故
號
　
八
幡
大
菩
薩
齢
ε
あ
り
、

　
八
正
ミ
は
内
典
に
正
見
，
痴
話
、
正
思
惟
，
正
語
、
正
業
、
正
命

　
正
精
進
、
正
添
弾
こ
れ
を
八
正
廼
ミ
云
へ
り
、
お
ほ
よ
そ
心
正

　
な
れ
ば
身
口
は
お
の
つ
か
ら
清
ま
る
、
三
業
に
邪
な
く
し
て
内

　
外
眞
斜
な
る
を
諸
佛
出
世
の
本
懐
ミ
せ
り
、
紳
明
の
垂
準
も
ま

　
た
こ
れ
が
紅
め
な
る
べ
し
。
ま
た
八
方
に
八
色
の
幡
を
た
つ
る

　
こ
ε
あ
り
、
密
教
の
な
ら
ひ
、
西
方
阿
彌
陀
の
三
昧
耶
形
な
り

　
そ
の
ゆ
ゑ
に
や
、
三
教
和
爾
に
は
彌
陀
三
三
の
か
た
ち
に
て
見

　
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
、
光
明
袈
裟
の
上
に
う
つ
ら
れ
ま
し
ま
し

　
け
る
を
頂
戴
し
て
男
山
に
は
安
置
し
け
る
ミ
ぞ
、
紳
明
の
本
地

　
ε
云
ふ
こ
ε
は
た
し
か
な
ら
ぬ
た
ぐ
ひ
お
ほ
け
れ
曹
、
大
菩
薩

　
の
磨
迩
は
む
か
し
ょ
り
あ
ぎ
ら
か
な
る
謹
豫
お
は
し
ま
す
に

　
ゃ
一
あ
お
ひ
は
ま
た
背
面
呂
盤
鷲
ψ
訟
妙
法
華
経
ミ
も
，
あ
る

　
．
び
は
彌
勒
な
㊨
ミ
も
大
自
在
大
年
薩
な
り
ミ
も
託
宣
し
給
ふ
中

　
　
　
卸
九
．
巷
　
．
．
研
．
卍
究
　
膳
蔑
親
房
の
思
想

　
に
も
、
八
正
の
幡
を
た
て
・
八
方
の
衆
生
を
濟
度
し
給
ふ
本
誓

　
よ
く
よ
く
お
も
ひ
入
っ
て
つ
か
う
ま
つ
る
べ
き
に
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
俳
麗
認
塑
十
六
代
鷹
…
尉
天
盛
一
憾
…
）

　
此
託
宣
な
る
も
の
、
出
所
は
詳
で
無
い
が
、
此
頃
既
に

圓
熟
し
て
居
っ
た
本
地
垂
、
泌
説
の
一
部
を
探
っ
た
も
の

で
、
ロ
バ
入
門
紳
の
本
地
は
認
め
た
が
、
　
一
般
の
紳
朋
の
本

地
ご
云
ふ
事
に
謝
し
て
は
多
少
の
疑
を
抱
い
て
居
っ
た
や

う
に
思
は
れ
る
。
集
れ
は
少
し
く
後
れ
て
現
は
れ
て
限
る

反
本
地
垂
跡
蕾
心
想
ご
同
一
氣
W
遅
が
幾
分
か
現
は
れ
て
居
る

の
で
は
無
い
か
ご
思
は
る
、
が
、
樹
佛
を
抑
へ
て
神
道
を

掲
ぐ
る
ご
云
ふ
や
う
な
思
想
は
親
房
に
は
見
る
事
は
出
來

濾
。

三
　
政
　
治
　
論

　
帥
皇
正
統
記
著
述
の
目
的
が
、
　
一
面
我
野
駈
を
明
か
に

し
、
他
の
一
面
に
治
翫
興
磨
の
跡
を
論
じ
て
後
村
上
天
皇

を
輔
導
し
奉
る
に
あ
っ
た
ご
す
れ
ば
、
同
書
中
で
最
も
カ

．
第
二
號

九
（
一
入
三
）



　
　
　
第
、
九
巷
　
　
欝
、
究
　
　
北
畠
親
房
の
思
想

を
用
み
て
居
る
の
も
此
こ
黙
に
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q

叉
實
際
に
此
様
瓢
が
最
も
此
書
の
特
色
こ
し
て
著
は
れ
て

居
る
の
で
あ
る
が
、
勝
に
後
者
は
最
も
よ
く
親
房
の
識
見

を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
に
於
て
先
人
が
残
し
π

数
少
い
議
論
の
中
で
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
部
分
々
々
を

論
じ
だ
史
論
は
、
徳
川
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
相
當
に
現

は
れ
て
居
る
が
、
一
貫
し
た
通
史
ご
し
て
は
極
め
て
其
類

に
乏
し
い
の
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
出
挙
た
愚
管
抄
、

新
弁
自
石
の
護
史
籐
論
等
ビ
共
に
我
邦
に
於
け
る
一
種
の

．
歴
史
哲
學
こ
し
て
推
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
今
正
統
記
に
現
は
れ
た
政
治
論
を
数
項
に
分
て
槻
察
し

て
見
や
う
。

　
第
｝
に
政
治
を
総
幽
し
給
ふ
べ
き
天
皇
は
如
何
に
身
を

虚
し
給
ふ
べ
き
か
、
此
問
題
は
此
藩
蓮
の
眼
目
で
な
け
れ

ば
な
ら
組
。
天
皇
に
は
御
慰
問
の
必
要
が
あ
る
ビ
云
ふ
の

が
其
主
張
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
宇
多
天
皇
の
御
言
に
、
帝

皇
の
御
學
閻
は
群
書
治
要
な
ざ
に
て
た
う
滋
べ
し
雑
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
叫
0
　
（
蝋
入
四
）

つ
い
て
は
政
の
妨
に
な
る
な
ご
見
え
て
居
る
が
、
醍
醐
帝

も
村
上
帝
も
一
條
帝
、
後
呈
露
帝
も
皆
宏
才
博
覧
に
ま
し

ま
し
だ
の
で
、
其
御
代
は
聖
代
で
あ
っ
た
。
和
漢
の
古
事
を

知
ら
な
け
れ
ば
政
道
も
明
か
な
ら
す
、
皇
威
も
亡
く
な
る

鐸
で
あ
る
、
ご
云
っ
て
延
喜
の
聖
代
に
於
て
は
菅
原
道
興

を
始
め
ε
し
て
紀
長
谷
雄
、
三
善
清
行
の
如
き
名
儒
が
之

を
補
佐
し
た
事
を
蓮
べ
、
最
後
に
「
母
御
誠
（
寛
李
宇
多
天

皇
の
）
に
つ
き
て
天
子
の
彿
學
問
さ
ま
で
な
く
ビ
も
ご
直

入
の
侍
る
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
」
ご
結
ん
で
居
る
（
第
九
＋
代

後
宇
多
院
條
）
。
此
瓢
に
於
て
後
醍
醐
天
皇
が
、
諸
宗
佛
學
に

御
造
詣
深
く
、
又
和
漢
の
學
に
も
萢
じ
て
居
ら
れ
た
事
を

説
い
て
居
る
の
は
（
第
九
十
五
代
後
醍
醐
天
皇
條
）
特
に
後
村
上
天

皇
に
苦
し
奉
っ
て
の
用
意
か
ε
も
思
ふ
。
叉
窪
窪
其
他
に

点
し
て
潜
孟
の
態
衷
こ
し
て
は
決
し
て
一
方
に
偏
し
て
は

な
ら
ぬ
、
霜
ε
し
て
は
何
れ
の
宗
旨
を
も
大
凡
辮
へ
て
捨

て
な
い
の
が
國
家
号
災
の
謀
で
あ
る
、
一
宗
に
温
し
て
鈴

宗
を
卑
し
む
ご
云
ふ
事
は
誤
で
あ
る
、
又
佛
敷
に
限
ら



す
、
儒
駿
道
殺
を
も
亦
偉
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
な

ら
す
、
其
以
下
の
諸
種
の
道
、
卑
し
き
藝
ま
で
も
興
す
の

が
聖
代
で
あ
る
、
男
夫
の
稼
橋
、
女
子
の
紡
績
、
商
沽
の

利
を
通
す
る
、
工
事
の
業
、
之
を
以
て
事
へ
、
武
を
以
て

仕
ふ
る
、
又
文
士
の
座
し
て
道
を
論
ず
る
，
夫
々
貴
賎
の

，
券
ち
は
あ
る
が
、
皆
分
に
慮
じ
て
天
職
を
霊
す
が
人
倫
の

・
」
大
本
で
あ
る
、
詩
書
禮
樂
、
尊
影
明
纏
、
明
法
、
算
滋
、

欝
陰
陽
の
爾
…
道
、
金
石
孫
竹
の
樂
、
悉
く
去
れ
治
世
の
要
具

で
あ
る
ε
論
じ
、
園
募
麗
棊
の
遊
戯
す
ら
猶
閑
居
し
て
不

、
善
を
な
す
よ
り
は
優
っ
て
居
る
ご
云
っ
て
居
る
（
第
五
十
二

飛
嵯
峨
天
皇
條
）
Q
帥
ち
避
く
探
り
普
く
概
し
て
一
方
に
冠
せ

ぎ
る
を
以
て
鱈
滋
の
要
ど
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
奇
問
ご
同
時
に
帝
王
に
必
要
な
も
の
は
徳
で
あ
っ
て
、

帝
徳
薄
き
ご
き
は
天
熊
久
し
か
ら
す
ε
云
ふ
の
が
其
持
説

で
あ
る
。
仁
徳
天
皇
に
聖
徳
ま
し
ま
し
た
に
拘
ら
す
、
其

唐
薫
蒸
間
も
な
く
絶
え
た
の
は
武
烈
天
皇
の
如
く
、
性
さ
が

」
な
く
し
て
悪
ご
し
て
な
し
給
は
ざ
る
な
き
天
子
が
お
は
し

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
北
畠
親
房
の
思
想

た
た
め
で
あ
る
。
麻
秋
に
は
聖
徳
は
必
ず
百
代
に
ま
つ
ら
・

る
ε
見
え
て
居
る
が
、
不
徳
の
子
孫
あ
る
ご
き
は
其
宗
を

亡
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
其
先
躍
少
く
な
い
、
故
に
上
古
囁

の
賢
聖
は
子
で
あ
っ
て
も
慈
愛
に
溺
れ
す
、
其
器
に
あ
ら

ざ
れ
ば
傳
へ
な
い
、
ご
云
っ
て
、
支
那
印
度
に
於
け
る
例

を
墨
げ
「
か
、
れ
ば
遅
延
大
な
る
徳
あ
り
ε
も
不
徳
の
子

孫
宗
廟
の
ま
つ
り
を
た
え
ん
こ
ご
う
た
が
ひ
な
し
」
8
結

ん
で
居
る
（
第
二
士
ハ
代
武
烈
天
皇
條
）
。
必
ず
し
も
帝
王
こ
の

み
に
限
ら
す
、
積
悪
の
家
は
白
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
久

し
く
椹
を
執
っ
て
居
っ
た
蘇
我
一
門
の
皆
滅
び
た
の
は
積

悪
の
報
で
あ
る
（
第
三
＋
六
代
皇
極
天
皇
條
）
o
之
に
反
し
て
陰

徳
の
家
は
必
ず
榮
ゆ
る
も
の
で
、
藤
原
氏
四
門
の
内
、
濁

b
北
家
の
榮
え
て
居
る
の
は
其
先
組
房
前
が
人
に
異
な
る

陰
徳
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
暴
四
＋
二
代
丈
武
天
臭
條
）
。

　
我
國
は
紳
國
で
あ
る
か
ら
、
代
々
の
皇
室
は
天
照
大
毛
，

の
周
忌
を
被
る
課
で
あ
る
が
、
其
内
に
御
過
失
が
あ
れ
ば

暦
藪
も
久
し
か
ら
す
、
叉
結
局
は
元
の
姿
に
漁
る
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
糊
　
（
【
入
五
）



　
　
　
第
九
篠
　
　
研
　
究
据
　
北
畠
親
房
の
思
想

も
、
一
旦
は
其
御
血
統
が
不
遇
に
沈
論
ず
る
例
も
少
く
ほ

な
い
、
図
れ
は
誰
の
科
で
も
無
く
我
ご
み
つ
か
ら
招
き
給

．
ふ
所
で
あ
る
。
十
善
の
徳
に
依
っ
て
天
子
に
は
な
り
給
ふ

書
む
、
代
々
の
御
行
泌
善
悪
ま
た
色
々
あ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
斯
襟
な
結
果
も
起
る
の
で
あ
る
。
故
に
本
を
本
ε
し

て
正
に
か
へ
）
、
元
を
始
め
ご
し
て
邪
を
捨
て
給
ふ
事
が

瓶
紳
の
御
心
に
も
協
は
せ
給
ふ
課
で
あ
る
、
ど
し
て
我
國

更
の
上
に
其
先
躍
を
求
め
て
居
る
（
第
五
＋
入
代
光
孝
天
皇
條
）
◎

　
是
等
道
徳
の
中
で
最
も
大
切
な
事
は
正
直
を
守
る
ご
云

ふ
事
で
あ
る
、
天
照
大
鵬
も
唯
此
正
直
を
の
み
御
心
ピ
せ

ら
れ
た
、
榊
鏡
を
傳
へ
給
う
た
の
も
乳
汁
は
之
が
た
め
で

あ
る
．
、
、
ご
云
っ
て
雄
馨
天
皇
の
御
代
の
豊
受
大
勅
の
託
宣

な
る
も
の
を
掲
げ
、
こ
所
宗
廟
の
御
心
を
知
ら
ん
ご
思
は

や
震
い
正
直
を
先
き
ご
す
べ
き
で
あ
る
、
如
何
な
る
人
も

不
正
に
し
て
は
立
つ
事
は
出
身
な
い
、
殊
に
此
國
は
帥
國

で
あ
る
か
ら
紳
滋
に
違
う
て
は
一
日
も
日
月
を
頂
く
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
タ
ナ

き
謂
れ
で
あ
る
、
故
に
倭
姫
命
は
黒
き
心
な
く
し
て
赤
心

　
　
　
　
・
　
　
　
　
第
ご
號
．
　
　
　
一
、
二
　
（
一
入
六
）

　
　
　
イ
サ
ギ
ヨ

を
以
て
清
潔
く
齋
難
し
、
左
の
物
を
右
に
移
さ
す
、
右
の
田

物
を
左
に
移
さ
す
し
て
左
を
左
ご
し
、
右
を
右
ビ
し
、
奉

に
か
へ
り
冶
に
廻
ら
す
事
も
医
事
蓮
ふ
事
な
く
し
て
大
帥
囁

に
仕
へ
ま
つ
れ
ご
人
に
藪
へ
た
ε
云
っ
て
居
る
。
之
れ
は
・

五
部
書
倭
姫
世
記
の
説
を
其
ま
、
取
つ
π
も
の
で
あ
る
。

臣
ビ
し
て
潜
に
仕
へ
帥
に
仕
へ
、
君
ご
し
て
國
を
治
め
人
、

を
数
ふ
る
も
此
心
持
を
以
て
す
べ
し
ご
云
ふ
の
が
親
房
の

考
で
あ
る
（
第
十
六
代
磨
紳
天
爵
繰
）
。

　
又
た
ご
へ
滋
徳
上
之
ご
云
ふ
過
失
な
く
ご
も
、
謙
る
も

の
は
久
し
く
保
つ
こ
ご
は
幽
々
な
い
、
皇
胤
の
貴
種
よ
）

出
で
た
る
人
に
て
も
、
蔭
を
だ
の
む
の
み
で
取
り
立
て

、
い
ふ
べ
き
程
の
才
も
無
く
、
剰
へ
人
に
奢
り
慢
ず
る
心
、

あ
る
べ
き
で
無
い
、
寛
李
の
御
記
に
も
往
事
が
誠
め
ら
れ
∵

て
あ
む
、
徳
も
な
く
功
も
無
く
、
高
官
に
登
っ
て
人
に
奢
」

る
ご
き
は
、
組
帥
の
答
あ
る
べ
き
は
當
然
で
あ
る
、
諸
源
…

の
中
で
、
具
雫
親
王
の
御
末
（
村
上
源
氏
）
の
み
大
臣
以
上
・

に
至
・
り
て
而
も
相
纏
い
で
居
っ
て
、
、
他
の
諸
源
は
稀
に
大
ゼ



臣
に
な
っ
て
も
二
代
ご
磨
い
た
も
の
は
少
ぐ
、
他
も
大
納

言
以
上
を
績
け
た
も
の
は
殆
ご
無
い
、
濡
れ
全
く
具
李
親

王
が
才
高
く
謙
譲
の
徳
“
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
第
六
＋
二

代
村
上
天
畠
條
）
o

　
叉
溜
ビ
し
て
臣
下
を
辟
寵
す
る
事
は
鋤
の
基
こ
な
る
も

の
で
あ
る
。
孝
謙
天
皇
が
悪
美
押
勝
、
僧
遊
鏡
等
を
寵
せ

ら
れ
て
観
の
基
と
な
り
、
或
は
皇
酢
を
し
て
一
時
危
か
ら

し
め
た
の
は
、
唐
の
高
宗
が
期
天
皇
后
を
寵
し
て
國
を
滅

し
た
ご
同
扁
轍
で
あ
る
ご
論
じ
て
居
る
（
第
四
＋
八
代
穂
徳
天

皇
條
）
o

　
斯
く
の
如
く
世
の
治
働
に
隠
し
て
諸
政
者
旨
ら
責
任
を

有
す
べ
き
場
合
の
外
に
、
違
命
ε
云
ふ
事
も
亦
箏
は
れ
ぬ

事
で
あ
る
こ
し
て
、
易
の
思
想
を
探
っ
て
居
る
。
仁
徳
天
皇

の
御
末
が
絶
え
て
、
隼
総
別
皇
子
の
後
で
あ
る
縫
賠
天
皇

の
御
代
ご
な
っ
た
、
仁
徳
天
皇
は
仁
恵
の
徳
高
く
ま
し
ま

し
、
且
つ
賢
王
に
傳
へ
給
ふ
だ
に
拘
ら
す
、
其
後
が
絶
え

旋
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
仁
徳
天
皇
の
御
名
を
大

　
　
　
第
九
巻
　

研
究
　
北
畠
親
房
の
思
馨

鶴
鵬
奪
ご
申
し
た
、
鵡
鵡
は
小
鳥
で
あ
る
、
隼
の
名
が
勝

っ
て
斯
の
如
き
運
命
を
招
致
し
た
ビ
解
す
る
外
は
無
い
。

支
那
に
も
斯
る
例
は
あ
る
事
で
命
名
ご
云
ふ
事
も
愼
む
べ

き
で
あ
る
ざ
云
ふ
の
で
あ
る
（
第
二
十
七
代
纈
謹
天
皇
條
）
。

　
以
上
学
べ
た
所
は
治
概
興
塵
に
荒
す
る
一
般
論
で
あ

る
Q
親
房
は
更
に
野
史
に
現
は
れ
た
特
別
の
政
治
的
事
項

に
野
し
て
其
得
失
を
論
じ
て
居
る
。

　
第
一
が
院
政
論
で
あ
る
。
院
政
の
始
ま
り
は
雲
影
法
皇

で
あ
る
が
、
是
迄
に
も
實
橿
の
御
手
に
無
く
し
て
他
の
講

政
の
手
に
あ
っ
た
事
は
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
皆
止
む
を
得
，

ぬ
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
此
時
か
ら
は
從

來
ご
異
な
り
院
宣
、
臆
の
下
文
を
も
具
す
る
事
と
な
っ
た

の
で
在
位
の
潜
は
下
心
位
を
保
ち
給
ふ
に
過
ぎ
ぬ
ご
云
ふ

有
様
に
な
っ
た
。
親
房
は
之
を
以
て
「
世
の
末
に
な
れ
る

姿
な
る
べ
き
に
や
」
ご
槻
じ
て
居
る
（
第
七
＋
二
代
白
河
院
條
）
o

　
次
に
は
保
元
の
臨
に
於
け
る
源
義
朝
の
出
所
進
退
ご
朝

家
の
措
概
ビ
で
あ
る
。
義
朝
は
重
代
の
武
臣
で
あ
る
上
…

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
剛
　
　
コ
ニ
　
（
一
入
七
）



　
　
　
策
九
．
巻
　
観
究
　
謄
畠
虚
勢
の
思
想

に
保
元
の
乱
に
於
け
る
勲
功
も
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
が
あ

右
の
に
父
の
首
を
切
ぢ
せ
た
の
は
何
ビ
云
っ
て
も
大
罪
で

み
る
。
古
今
に
も
聞
か
す
、
，
和
漢
に
も
類
の
無
い
事
で
あ

、
ε
。
勲
功
に
了
し
替
は
る
こ
も
虞
ら
退
く
ご
も
、
何
ビ
で

も
し
て
父
を
助
一
る
道
は
あ
っ
た
憶
想
あ
る
。
斯
一
名
行

敏
け
果
て
た
る
が
故
に
、
其
絡
り
を
全
う
せ
な
か
っ
た
事

は
當
然
で
あ
る
Q
然
し
奨
一
身
の
科
は
さ
る
事
な
が
ら
、

、
帰
方
朝
家
の
方
に
も
誤
り
が
あ
る
、
其
責
任
を
免
る
＼
事

は
出
來
ぬ
。
其
頃
は
名
臣
も
あ
っ
た
し
、
通
憲
の
如
き
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

者
が
あ
b
な
が
ら
何
故
諌
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
舜

が
父
欝
隻
を
負
う
て
去
ら
う
だ
云
っ
た
故
事
も
あ
る
。
保

元
季
治
以
來
天
下
凱
れ
て
慣
用
盛
に
、
王
位
惹
く
な
り
、

未
だ
太
李
の
澄
の
蹄
る
事
の
缶
來
な
い
の
は
、
此
名
行
の

敗
れ
か
ら
で
あ
る
と
云
ひ
、
現
在
の
有
標
が
幾
分
似
て
居

う
は
せ
ぬ
か
ビ
云
っ
て
當
世
を
戒
め
て
居
る
（
舞
七
十
代
二
弔

事
條
）
o

　
次
に
は
頼
朝
の
武
家
政
府
開
始
に
關
す
る
考
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
．
第
二
號
　
　
　
　
一
四
　
（
一
八
入
）
　
　
　
　
’

武
家
の
執
樺
も
時
勢
上
止
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
っ
た
ご
云

ふ
考
を
以
て
居
っ
た
事
は
其
國
言
説
の
中
に
も
云
っ
た
蓮
．

．
り
で
あ
る
。
專
横
な
李
家
が
滅
び
て
か
ら
は
天
下
は
元
の

如
く
君
の
御
ま
、
な
る
べ
き
か
ε
思
は
れ
π
の
に
、
李
氏
．

滅
亡
に
就
て
は
頼
、
朝
の
勲
功
も
尋
常
で
無
か
っ
た
の
で
看

も
政
を
打
ち
委
せ
、
頼
朝
豊
町
も
椹
を
恣
に
し
π
の
で
あ

る
が
、
之
が
爲
め
に
王
家
の
樺
の
愈
々
衰
へ
た
事
は
如
何

ビ
も
す
る
事
が
出
時
澱
ρ
籟
加
朝
が
諸
　
鴎
に
守
鰍
醍
を
粘
い
て

野
司
の
威
を
抑
へ
た
結
果
．
吏
務
は
只
名
ば
か
り
に
な
り

あ
ら
ゆ
る
荘
園
郷
保
に
地
頭
を
補
し
た
の
で
、
本
所
は
あ
．

れ
ざ
も
無
き
が
如
き
有
物
ビ
な
っ
た
ご
云
っ
て
、
｝
方
に

は
武
家
政
府
樹
立
を
達
家
の
衰
へ
ご
し
て
憤
慨
し
て
居
る

の
で
あ
る
（
第
入
＋
二
代
後
鳥
窮
院
條
）
。
更
に
北
條
氏
の
軌
礎

に
至
っ
て
は
到
底
之
を
認
む
べ
き
理
由
の
無
い
事
で
あ
る

頼
朝
の
勲
功
は
古
來
類
の
無
い
も
の
で
あ
る
ε
は
云
へ
、

偏
に
天
下
を
掌
に
し
て
は
君
こ
し
て
安
か
ら
や
思
召
す
も
．

無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
の
に
、
況
や
、
其
頼
朝
の
後
も
繕
げ



・
え
て
陪
臣
の
義
時
の
世
こ
な
っ
て
は
、
粟
跡
を
削
っ
て
御

・
心
の
ま
、
に
せ
ら
れ
た
い
ご
の
御
希
望
も
尤
も
千
萬
な
話

で
あ
る
、
云
は
い
北
條
氏
は
天
下
を
盗
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
承
久
の
役
に
宮
方
の
不
利
で
あ
っ
た
事
は
未
だ
時
到

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
但
し
下
こ
し
て
上
を
剋
す
る
は

極
め
た
る
罪
滋
で
あ
る
、
途
に
は
如
何
で
か
皇
化
に
ま
つ

ろ
は
ぬ
事
が
あ
ら
う
。
夫
故
先
づ
眞
の
徳
政
を
行
は
れ
朝

威
を
立
て
》
然
る
後
に
開
東
を
抑
ゆ
る
の
機
を
養
ひ
、
且

つ
は
世
の
治
飢
の
姿
を
よ
く
鑑
み
強
ひ
て
私
の
御
心
な
く

ば
、
宮
方
の
暴
も
成
功
す
べ
き
筈
で
あ
っ
π
の
で
あ
る
、

ビ
云
っ
て
、
畢
寛
は
武
士
の
亡
ぶ
る
時
は
煙
る
ε
云
ふ
事

を
強
調
し
て
居
る
の
は
（
慶
帝
帰
順
徳
天
皇
の
次
の
二
二
恭
天
国
の

條
）
、
現
在
の
南
朝
ご
北
朝
足
利
方
ど
の
關
係
に
悲
憤
し
て

…
進
め
な
論
で
あ
っ
て
、
之
を
以
て
僅
か
に
自
ら
慰
め
ん
こ

七
た
心
持
が
現
は
れ
て
居
る
。

　
然
し
神
里
正
統
記
著
述
の
主
な
る
目
的
が
、
前
に
も
屡

々
述
べ
た
や
う
に
、
後
村
上
天
皇
に
一
難
興
腰
の
心
身
を

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
北
猷
親
房
の
思
想

示
し
奉
る
に
あ
る
こ
す
れ
ば
、
現
在
の
世
相
に
直
接
關
係

あ
る
建
武
中
興
の
業
を
論
ず
る
事
が
…
最
も
」
切
要
で
あ
る
こ

せ
ね
ば
な
ら
澱
。
郎
ぢ
先
帝
の
建
武
の
宏
業
が
何
故
に
失

敗
に
絡
つ
た
か
ご
云
ふ
事
は
親
房
の
最
も
カ
を
極
め
て
論

じ
た
灰
で
あ
る
。
而
し
て
建
武
中
興
の
業
の
失
敗
し
た
最

も
大
切
な
原
因
は
、
親
房
の
考
で
は
論
功
行
賞
ご
人
物
登

用
こ
の
滋
を
誤
っ
た
瓢
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
政
道
の
秘

訣
は
一
言
に
云
へ
ば
正
直
慈
悲
を
本
こ
し
て
決
断
の
カ
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
決
断
ご
云
ふ
事
に
は
色
々
な
見
方
が

あ
る
が
、
一
に
は
其
人
を
選
ん
で
官
に
任
す
る
事
、
二
に

は
國
郡
を
私
せ
す
、
分
つ
ご
こ
ろ
必
ず
其
理
に
協
は
ね
ば

な
ら
澱
〇
三
に
は
功
あ
る
を
ば
必
ず
賞
し
、
罪
あ
る
を
ば

必
ず
罰
す
る
事
。
此
三
つ
の
内
一
つ
を
違
へ
て
も
世
は
必

ず
｛
胤
る
、
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
奨
人
を
一
選
ぶ
に
は
先
づ

其
徳
行
を
標
準
に
す
る
、
も
し
徳
行
相
同
じ
き
時
は
才
用

あ
る
も
の
を
用
ゐ
、
畳
用
も
等
し
き
時
は
勢
数
あ
る
も
の

を
採
る
。
或
は
徳
義
、
清
愼
、
公
李
》
恪
勤
の
四
善
を
採

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
　
（
一
八
九
）



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
北
畠
親
房
の
思
想

る
ご
も
云
は
れ
て
居
る
σ
巾
興
の
業
は
此
黙
に
於
て
當
を

偏
得
て
居
な
か
つ
だ
の
で
み
る
。
之
を
具
響
応
に
云
へ
ば
、

足
利
三
道
を
不
意
に
賞
し
、
不
當
に
重
用
し
た
ご
云
ふ
事

が
其
失
敗
の
主
要
原
因
で
あ
っ
た
ハ
第
九
＋
況
代
後
醍
醐
天
畠
條
）

　
成
程
岩
戸
が
御
方
に
墾
つ
た
其
功
は
没
す
盛
事
は
出
來

ま
い
が
、
あ
ま
り
濫
賞
さ
れ
た
の
で
何
時
し
か
越
階
し
て

・
四
位
こ
な
り
、
左
衛
円
督
に
任
じ
、
秤
賀
も
無
い
内
に
從

三
位
ご
な
り
、
程
な
く
褒
議
從
二
位
ま
で
登
っ
て
絡
つ

だ
。
一
方
に
は
三
箇
國
の
吏
務
守
護
及
び
数
多
の
郡
荘
を

や
賜
は
つ
た
。
弟
直
義
は
左
馬
頭
に
任
じ
、
從
四
位
に
叙
し

た
。
其
昔
頼
朝
は
無
類
の
勲
功
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

，
高
位
高
官
に
登
る
事
は
凱
政
で
あ
る
、
果
し
て
子
孫
は
早

ぐ
絶
え
か
。
奪
氏
等
は
頼
朝
早
朝
の
時
に
は
親
族
ご
し
て

・
優
遇
せ
ら
れ
た
程
の
家
で
も
無
い
、
唯
家
人
の
列
で
あ
っ

だ
。
さ
し
穴
る
大
功
も
無
く
し
て
斯
く
の
虹
く
抽
賞
せ
ら

る
、
事
は
奇
怪
で
あ
る
ご
詐
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
關
東

の
高
騰
、
天
命
既
に
極
ま
っ
て
君
の
御
運
を
開
い
た
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
一
、
一
乗
　
　
　
　
一
．
六
　
（
一
九
〇
）

あ
れ
ば
、
其
滅
亡
は
入
力
で
は
無
い
、
足
利
氏
は
其
武
士

ご
し
て
云
は
や
聖
代
の
朝
敵
で
あ
る
。
味
方
に
滲
っ
て
其

命
を
失
は
な
か
っ
た
事
が
既
に
鯨
り
あ
る
皇
恩
で
あ
る
。

更
に
進
ん
で
忠
を
致
し
、
勢
を
積
み
て
其
理
蓮
を
望
む
の

が
海
量
で
あ
る
Q
然
る
に
天
の
功
を
盗
み
、
己
が
功
ご
思

っ
て
居
る
。
か
く
し
て
黒
氏
が
…
族
な
ら
ぬ
輩
も
数
多
昇

…
進
し
、
昇
殿
を
許
さ
る
、
も
の
も
あ
っ
た
Q
必
要
に
或
る

入
は
公
家
の
御
世
に
露
る
か
ご
思
っ
た
所
が
却
て
武
士
の

世
に
な
っ
た
ε
云
っ
た
程
で
あ
る
。
斯
の
如
き
事
を
し
て

は
中
興
の
業
も
失
敗
に
起
る
事
は
愚
輩
で
あ
る
、
君
の
濫

り
に
響
く
る
を
謬
墨
ε
し
、
臣
の
濫
り
に
受
く
る
を
戸
藤

ビ
す
、
雪
雲
ご
戸
藤
ご
は
國
家
の
敗
る
、
階
、
王
業
の
久

，
し
か
ら
ざ
る
基
で
あ
る
。
之
を
古
代
の
例
に
見
る
に
決
し

て
斯
様
な
事
は
無
い
、
中
古
李
の
將
門
の
追
討
の
賞
に
依

っ
て
藤
原
秀
郷
は
正
四
位
下
に
叙
し
，
武
藏
下
野
身
心
の

守
を
兼
ね
、
李
の
貞
盛
正
五
位
下
に
叙
し
、
鎭
守
府
の
特

筆
に
任
じ
た
、
輝
輝
の
羅
馬
奥
州
を
観
し
た
時
、
源
頼
義



十
二
年
の
苦
戦
に
依
っ
て
凱
旋
の
日
正
、
四
位
下
に
叙
し
馬

亡
帝
守
に
任
じ
た
。
二
等
は
其
功
高
き
に
拘
ら
す
、
一
任

四
五
4
3
の
職
で
あ
る
、
保
元
の
賞
に
は
義
朝
左
馬
頭
に
轄

じ
て
、
清
盛
太
宰
大
唐
に
任
じ
、
此
頃
か
ら
段
々
縁
れ
て
來

て
、
亭
治
の
矧
此
方
盆
甚
し
く
な
っ
て
、
途
に
は
清
盛
天

下
の
樺
を
盗
ん
だ
が
、
然
し
朝
敵
に
な
っ
て
や
が
て
滅
亡

し
た
。
さ
し
た
る
勲
功
な
き
に
濫
り
に
賞
を
行
ふ
に
於
て

其
結
果
は
ざ
う
云
ふ
事
に
な
る
か
Q
之
は
朝
議
を
儲
る
の

み
な
ら
す
、
満
せ
ら
れ
た
其
當
人
の
爲
め
に
も
決
し
て
幸

で
は
無
い
。
之
を
外
乳
の
例
に
見
る
も
、
漢
高
租
は
濫
）

に
功
臣
を
大
き
に
封
じ
て
公
相
の
位
を
授
け
た
、
め
に
其

臣
は
果
し
て
奢
っ
た
。
奢
っ
た
結
果
は
滅
さ
れ
た
。
そ
れ

が
薦
め
に
後
に
は
功
臣
は
少
く
な
っ
て
絡
つ
た
。
日
本
に

於
て
も
其
弊
害
は
同
じ
事
で
あ
る
。
功
田
を
授
く
る
事
が

段
々
多
く
な
っ
た
の
に
．
白
河
鳥
筋
の
御
代
あ
た
り
に
は

國
冊
の
支
配
に
属
す
る
土
地
獄
百
分
の
一
に
減
じ
て
、
其

他
に
私
有
地
に
な
っ
た
、
而
し
て
文
治
に
武
家
政
府
が
樹

　
　
　
第
九
谷
　
研
究
　
北
畠
親
房
の
思
想
　
　
　
　
、

立
せ
ら
れ
て
か
ら
は
全
然
公
家
の
も
の
は
無
く
な
つ
だ
の

で
あ
る
。
青
公
家
一
統
の
世
に
な
っ
た
の
で
、
今
度
こ
そ

は
根
本
的
に
改
革
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
っ
た
の

に
、
實
際
に
は
却
て
濫
賞
に
陥
っ
て
、
專
ら
武
鋤
の
者
に

與
べ
た
結
果
、
累
代
の
薔
家
は
轟
轟
ば
か
り
残
る
ご
云
ふ

有
瀬
に
な
っ
た
。
更
に
之
等
の
徒
は
止
め
度
も
な
く
功
田

を
所
望
す
る
、
途
に
は
與
ふ
べ
き
闘
駈
も
無
く
な
つ
だ
の
、

で
、
國
郡
に
属
し
た
公
地
、
諸
家
相
傳
の
領
ま
で
も
強
請

す
る
に
至
っ
た
、
飾
れ
實
に
「
を
さ
ま
ら
ん
ご
し
て
い
よ

謹
み
だ
れ
、
や
す
か
ら
ん
と
し
て
ま
す
ノ
＼
危
く
」
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
頃
の
諺
に
コ
度
軍
に
か
け
あ
ひ

あ
る
ひ
は
家
の
子
郎
徒
飾
に
死
ぬ
る
た
ぐ
ひ
も
あ
れ
ば
、

わ
が
功
に
お
き
て
は
日
本
國
を
た
ま
へ
、
も
し
は
孚
國
を

た
ま
は
り
て
も
た
る
べ
か
ら
す
し
な
ご
云
っ
て
居
る
。
濫

賞
の
結
果
は
武
人
の
嵩
置
を
落
し
た
の
で
あ
る
Q
限
わ
あ

る
土
地
を
…
以
て
限
り
な
き
人
に
給
與
す
お
事
・
で
あ
れ
ば
尉

面
程
愼
重
の
考
慮
活
用
ゆ
べ
き
で
あ
っ
だ
。
〔
然
る
に
其
所

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
七
　
（
一
九
一
）



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
フ
ソ
デ
リ
ツ
ク
ニ
世
の
政
治
學
翫

に
出
で
す
し
て
奪
氏
に
立
言
し
た
事
は
實
に
建
武
の
大
業

の
失
敗
し
だ
所
以
で
あ
る
（
第
九
＋
五
代
後
醍
醐
天
文
條
）
。

　
然
し
乍
ら
將
來
の
運
命
に
冒
し
て
親
房
は
「
今
の
御
門

ま
た
天
照
大
器
よ
り
已
來
の
正
統
を
う
け
ま
し
ま
し
煽
れ

ば
、
此
御
光
に
あ
ら
そ
ひ
奉
る
者
や
は
あ
る
べ
き
、
中
々
に

斯
く
て
静
ま
る
べ
き
時
の
運
ε
ぞ
豊
え
侍
る
」
ご
云
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
八
（
一
九
二
）

紳
聖
の
流
れ
を
酌
む
正
統
の
天
子
は
假
令
剛
乱
賊
の
猛
勢

に
な
や
ま
さ
れ
給
ふ
ξ
も
、
遽
に
は
天
照
大
谷
の
加
護
に

依
っ
て
天
は
再
び
明
か
に
、
や
が
て
は
世
も
静
ま
り
、
南
　

朝
天
子
の
皇
威
褒
揚
の
時
が
來
る
も
の
ご
固
く
信
じ
て
居

っ
た
の
で
あ
る
。

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ニ
｛
世
の
政
ハ
治
學
壽
脚
（
中
）

文
學
士
中
村
善
太
郎

三
　
人
間
季
等
論
及
び
國
家
起
源
論

　
次
に
是
等
の
資
料
に
基
き
、
彼
の
政
治
學
説
の
一
汎
を

述
べ
む
。
先
づ
人
類
の
自
然
的
二
等
、
自
然
隠
蔽
等
に
就

き
て
彼
の
意
見
を
徴
す
る
に
、
こ
れ
等
の
説
は
古
來
幾
度

ε
な
く
論
せ
ら
れ
セ
る
所
な
る
も
、
國
家
、
杜
會
の
最
高

の
地
位
に
上
る
べ
き
運
命
の
下
に
生
ま
れ
し
世
襲
瑠
主
の

ロ
よ
り
、
明
瞭
大
熱
に
李
等
論
の
繕
へ
ら
れ
し
は
、
彼
を

備
矢
こ
す
べ
し
。
而
し
て
か
く
の
如
き
思
想
は
、
少
年
時

代
よ
り
戚
化
を
受
け
し
ス
ト
ア
老
涙
キ
ケ
ロ
の
説
ビ
，
近

世
の
法
律
哲
學
者
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
ロ
ソ
ク
、
ウ
ナ
ル
フ
等

の
説
を
受
け
し
も
の
ビ
思
は
る
。
彼
が
皇
太
子
時
代
鳳
七

三
七
年
十
一
月
二
十
六
臼
q
・
も
り
．
α
Φ
し
Q
魯
ヨ
に
宛
て
な

る
書
翰
に
、
⑨


